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Q.同時にいくつの性能を 
算出しているのか？ 

A. 1度の解析で応答時間, 出力電圧電位差, 消費電流を算出しています。 



Q. 性能間のトレードオフについての 
対策 

A. すべての性能が目標を達成出来るように、評価値計算式を2種類用意して、 
   評価値が目標値を超えたら、評価値の増加を緩やかにする。 
    
   そうする事で、全ての性能指標の目標を達成することができるはず。 



Q.That the design need to know 
what is basic circuit and your simlation 

will optimize the parameters. 
 Q. このプログラムは初期回路を知っておく必要がある。 



Q. トポロジーは変更してるの？ 

A. （トポロジー変更が伝わっていなかった。） 



Q. 初期回路はどのように設計した？ 

自分で設計した。参考書を参考にして作成した。 



まとめ 

本研究の内容を初見で理解するのは困難である可能性があり、 
質問者に深い質問をされることはないように感じた。 
 
しかし、質問の英語を聞き取れなかった事は今後の課題であり、 
英語の会話勉強に一層の力を入れなければならないと痛感した。 








